
（茨城県）

霞
ヶ
浦
に
臨
み
筑
波
山
を
遠
望
す
る
田
園
都
市

未
来
投
資
戦
略
で
誇
り
の
持
て
る
ま
ち
を
実
現

表
玄
関
の《
自
由
通
路
》が
開
く 

多
彩
な
可
能
性

　

か
す
み
が
う
ら
市
ル
ポ
の
取
材
は
、
昨
年
３
月
に

一
部
供
用
開
始
、
今
春
か
ら
全
面
供
用
が
開
始
さ
れ

た
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
・
神か
ん
だ
つ立

駅
の
橋
上
駅
舎
お
よ
び
東
西

自
由
通
路
の
見
学
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

平
成
17
年
３
月
、
か
す
み
が
う
ら
市
は
旧
霞
ヶ
浦

町
と
旧
千
代
田
町
の
２
町
合
併
で
誕
生
し
た
。
新
市

の
市
域
（
１
５
６
・
６
㎢
）
は
、
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
を
境
に

ほ
ぼ
そ
の
東
側
（
霞
ヶ
浦
方
面
）
が
旧
霞
ヶ
浦
町
地

区
、
西
側（
筑
波
山
系
方
面
）が
旧
千
代
田
町
地
区
に

区
分
で
き
る
。
旧
霞
ヶ
浦
町
も
旧
千
代
田
町
も
旧
村

時
代
の
明
治
28
年
に
神
立
駅
が
設
置
さ
れ
て
以
来
、

合
併
に
至
る
ま
で
共
に
１
０
０
年
以
上
、
最
寄
り
駅

と
し
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
神
立
駅
は
近
代
以
降
で

は
最
も
歴
史
の
古
い
、
地
域
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
核
な

の
だ
。

　

そ
れ
だ
け
に
一
層
、
合
併
か
ら
足
か
け
15
年
に
わ

た
り
、
両
地
区
の
一
体
的
な
振
興
を
多
角
的
に
図
っ

て
き
た
か
す
み
が
う
ら
市
に
と
っ
て
、
両
地
区
を
結

ぶ
拠
点
・
神
立
駅
の
東
西
自
由
通
路
の
完
成
は
待
望

久
し
い
エ
ポ
ッ
ク
と
な
っ
た
。
そ
の
効
果
は
実
際
、

旧
霞
ヶ
浦
町
地
区
と
旧
千
代
田
町
地
区
の
一
体
化
や

交
流
が
さ
ら
に
進
展
す
る
、
と
い
う
だ
け
に
と
ど
ま

ら
な
い
。

　

全
面
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
施
さ
れ
た
真
新
し
い
橋

上
駅
舎
の
完
成
は
、
か
す
み
が
う
ら
市
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
の
表
玄
関
が
、
多
様
に
再
構
築
さ
れ
た
こ
と

を
意
味
す
る
。

　

折
し
も
取
材
時
に
は
、
地
域
の
次
代
を
担
う
幼
稚

園
の
子
ど
も
た
ち
が
次
々
と
改
札
口
を
通
り
、
ホ
ー

ム
に
待
機
し
て
い
た
団
体
臨
時
列
車
に
乗
り
込
ん
で

い
く
光
景
が
見
ら
れ
た
。
子
ど
も
た
ち
は
東
京
近
郊

の
動
物
園
へ
遠
足
に
行
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の

だ
。
こ
の
よ
う
に
、
市
域
の
東
西
一
体
化
を
よ
り
進

め
る
た
め
の
核
と
な
る
新
・
神
立
駅
は
、
そ
れ
以
前

に《
上
野
東
京
ラ
イ
ン
》を
通
じ
て
東
京
と
約
90
分
で

結
ば
れ
る
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
あ
る
。
さ
ら
に
神
立

駅
西
口
側
の
奥
に
広
が
る
筑
波

山
系
か
ら
、
東
口
側
の
奥
に
広
が
り
日

本
第
２
の
面
積
を
誇
る
湖
・
霞
ヶ
浦
ま
で

（
筑
波
山
地
域
ジ
オ
パ
ー
ク
エ
リ
ア
）へ
の

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
で
も
あ
る
。

　

加
え
て
県
内
最
大
の
都
市
で
あ
る
県

都
・
水
戸
市（
人
口
27
万
人
弱
）か
ら
30
㎞

圏
内
、
県
内
第
２
の
都
市
・
つ
く
ば
市（
人

口
約
24
万
人
／
筑
波
研
究
学
園
都
市
）
の
中
心
部
か

ら
10
㎞
圏
内
、
東
京
都
心
部
か
ら
も
70
㎞
圏
内
に

位
置
す
る
か
す
み
が
う
ら
市
は
、
常
磐
自
動
車
道

（
千
代
田
石
岡
Ｉ
Ｃ
）
や
国
道
６
号
線
、
３
５
４
号

市 政 ル ポ かすみがうら市

坪
つぼい

井透
とおる

かすみがうら市長
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線
な
ど
の
幹
線
道
路
網
に
よ
っ
て
も
、
周
辺
各
地
と

緊
密
に
結
ば
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
交
通
の
要
衝
と

い
っ
て
い
い
。

　

そ
ん
な
充
実
し
た
交
通
イ
ン
フ
ラ
全
体
の
核
と
し

て
の
存
在
感
も
、
新
・
神
立
駅
に
は
あ
る
。
例
え
ば

神
立
駅
を
中
心
と
す
る
エ
リ
ア
は
、
東
口
側
も
西
口

側
も
、
首
都
圏
近
郊
で
近
年
人
気
の
住
宅
街
を
形
成

し
て
い
る
。
か
す
み
が
う
ら
市
の
人
口
密
集
地
は
稲

吉
地
区
・
稲
吉
東
地
区
・
稲
吉
南
地
区
・
上
稲
吉
地
区
・

下
稲
吉
地
区
・
新
治
地
区
・
宍
倉
地
区
な
ど
だ
が
、

そ
の
多
く
は
神
立
駅
周
辺
に
集
中
し
て
い
る
の
だ
。

　

同
時
に
西
口
側
の
最
奥
部
に
当
た
る
筑
波
山
系
の

山
麓
部
か
ら
展
開
す
る
広
大
な
エ
リ
ア
は
、
か
す
み

が
う
ら
市
の
地
場
産
業
の
一
つ
、
梨
・
栗
・
柿
・
ぶ
ど

う
・
イ
チ
ゴ
な
ど
の
名
産
品
を
生
み
出
す
果
樹
園
が

数
多
く
立
地
し
て
い
る
。
東
口
側
の
霞
ヶ
浦
に
近
い
エ

リ
ア
に
は
、
全
国
区
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
有
名
な
レ
ン
コ

ン
の
農
地
が
、
沿
岸
部
を
中
心
と
し
た
エ
リ
ア
に
は
、

霞
ヶ
浦
名
産

の
ワ
カ
サ
ギ

や
シ
ラ
ウ
オ
、

川
エ
ビ
の
加

工
場
な
ど
が
、

そ
れ
ぞ
れ
随

所
に
あ
る
。

　

こ
う
し
た

自
然
環
境
の

豊
か
さ
や
、

レ
ベ
ル
の
高
い
食
の
生
産
エ
リ
ア
と
し
て
も
知
ら
れ

る
神
立
駅
の
東
西
両
地
区
に
は
、
四
季
折
々
、
首
都

圏
は
も
ち
ろ
ん
、
国
内
外
か
ら
の
旅
行
者
が
訪
れ
る
。

表
玄
関
と
し
て
の
新
・
神
立
駅
は
今
後
、
観
光
交
流

面
で
の
強
力
な
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
役
割
を
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
果
た
し
て
い
く
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
。

　

そ
し
て
取
材
時（
６
月
下
旬
）に
は
、
神
立
駅
西
口

側
の
自
由
通
路
上
か
ら
、
表
玄
関
と
し
て
の
神
立
駅

の
持
つ
多
様
な
効
果
や
可
能
性
を
さ
ら
に
促
進
す
る

都
市
計
画
道
路（
神
立
停
車
場
線
）の
建
設
が
進
展
し

て
い
る
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

自
然
の
恵
み
を
享
受
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

　
「
神
立
駅
の
橋
上
駅
舎
化
と
東
西
自
由
通
路
の
設

置
は
、
か
す
み
が
う
ら
市
と
土
浦
市
の
連
携（
土
浦
・

か
す
み
が
う
ら
土
地
区
画
整
理
一
部
事
務
組
合
）
に

よ
る
、
一
連
の
整
備
事
業
の
一
環
で
す
。

　

神
立
駅
は
実
は
、
隣
接
の
土
浦
市
の
市
域
に
位
置

橋上化工事が完了し、本年3月に全面供用開始となったＪＲ神立駅（上）
遠足の幼稚園児でにぎわう東西自由通路（下）

霞ヶ浦に近いエリアで栽培される全国区ブランドのレンコン

かすみがうら市

水戸市
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し
て
い
ま
す
。
土
浦
市
と
か
す
み
が
う
ら
市
の
両
市

に
ま
た
が
る
形
で
の
日
常
的
な
生
活
圏
が
、
神
立
駅

周
辺
で
は
形
成
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
定
期
的

な
利
用
者
の
多
く
は
か
す
み
が
う
ら
市
民
と
い
う
特

徴
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
神
立
駅
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
や
そ
れ
に
付
随
し
て
の
各
種
整
備
事
業
な
ど
に

つ
い
て
は
、
土
浦
市
や
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
ご
理
解
、
ご

協
力
を
得
た
上
で
の
連
携
に
よ
る
実
施
が
、
絶
対
的

な
前
提
条
件
で
し
た
。

　

そ
こ
で
平
成
17
年
の
合
併
お
よ
び
新
市
誕
生
以

来
、
か
す
み
が
う
ら
市
で
は
市
民
の
一
体
化
や
全
市

の
一
体
的
な
振
興
に
不
可
欠
な
神
立
駅
と
そ
の
周
辺

の
再
整
備
に
向
け
、
土
浦
市
と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
の
綿

密
な
協
議
を
繰
り
返
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
都
市
計

画
道
路
の
建
設
が
佳
境
を
迎
え
て
い
る
こ
と
で
、
そ

れ
が
現
在
、
よ
う
や
く
最
後
の
仕
上
げ
の
段
階
に
到

達
し
よ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
す
」

　

晴
れ
晴
れ
と
し
た
表
情
で
そ
う
語
る
坪
井
透
か
す

み
が
う
ら
市
長
は
、
旧
千
代
田
町
生
ま
れ
。
家
業
の

農
業
に
従
事
し
つ
つ
、
千
代
田
町
議
・
茨
城
県
議
を

経
て
、
合
併
翌
年
の
平
成
18
年
に
か
す
み
が
う
ら
市

第
２
代
市
長
に
就
任
し
た
。
か
す
み
が
う
ら
市
発
足

後
の
足
か
け
15
年
間
の
歩
み
の
う
ち
、
今
年
で
計
３

期
目
10
年
間
に
わ
た
り
、
市
政
を
け
ん
引
し
て
き
た
。

そ
れ
だ
け
に
「
神
立
駅
と
周
辺
地
域
の
整
備
事
業
は

ま
さ
に
宿
願
の
一
つ
で
し
た
」と
語
る
口
調
は
熱
い
。

　

神
立
駅
西
口
側
で
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
都
市
計

画
道
路
は
、
全
長
２
・
３
㎞
。
駅
前
広
場
の
予
定
地

に
直
接
的
に
つ
な
が
る
２
８
０
ｍ
ほ
ど
は
土
浦
市
の

市
域
で
、
土
浦
市
が
主
体
に
工
事
を
実
施
し
て
い

る
。
そ
の
先
の
か
す
み
が
う
ら
市
の
市
域
部
分
（
約

２
㎞
超
）
は
、
か
す
み
が
う
ら
市
が
主
体
と
な
っ
て

進
め
て
い
る
（
着
工
は
平
成
28
年
度
で
、
今
年
３
月

か
ら
一
部
供
用
開
始
）。

　
「
神
立
駅
西
口
前
の
都
市
計
画
道
路
は
、
こ
れ
ま

で
駅
前
か
ら
大
き
く
迂
回
し
な
け
れ
ば
到
達
し
な

か
っ
た
国
道
６
号
線
に
、
駅
前
か
ら
ほ
ぼ
一
直
線
で

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
市
街
地
の
主
要
幹
線
道
路
と

し
て
位
置
付
け
て
お
り
、
市
民
生
活
の
一
層
の
向
上

や
、
今
後
の
市
内
経
済
活
動
の
持
続
的
な
発
展
お
よ

び
防
災
に
不
可
欠
な《
都
市
施
設
》と
し
て
も
期
待
し

て
い
ま
す
」（
坪
井
市
長
）

　

こ
の
都
市
計
画
道
路
は
神
立
駅
前
か
ら
、
か
す
み

が
う
ら
市
域
内
の
人
口
密
集
エ
リ
ア
で
あ
る
稲
吉
地

域
を
突
っ
切
る
よ
う
な
形
で
国
道
６
号
線
に
達
す

る
。
国
道
６
号
線
は
さ
ら
に
常
磐
自
動
車
道
の
千
代

田
・
石
岡
Ｉ
Ｃ
、
土
浦
北
Ｉ
Ｃ
と
も
至
近
距
離
で
つ

な
が
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
新
・
神
立
駅
は
自
動
車

交
通
に
お
け
る
高
速
交
通
網
と
も
密
接
な
つ
な
が
り

を
持
つ
こ
と
に
な
る
。

　

か
す
み
が
う
ら
市
域
に
は
こ
れ
ま
で
再
三
述
べ
て

き
た
よ
う
に
、
筑
波
山
系
の
山
並
み
が
あ
り
、
東
端

に
は
日
本
第
２
の
面
積
を
誇
る
霞
ヶ
浦
を
有
し
て
お

り
、
ジ
オ
パ
ー
ク
に
も
指
定
さ
れ
た
エ
リ
ア
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の「
山
と
湖
」に
挟
ま
れ
た
エ
リ
ア
か
ら

は
数
々
の
名
産
品
が
生
み
出
さ
れ
て
お
り
、
地
域
ブ

ラ
ン
ド《
湖
山
の
宝
》と
し
て
全
国
発
信
さ
れ
て
い
る

（
詳
細
は
後
述
）。

　

こ
う
し
た
環
境
そ
の
も
の
が
、
ま
さ
に
か
す
み
が

う
ら
市
の
地
域
財
産
で
あ
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ
ら
の

い
わ
ば
ソ
フ
ト
的
な
要
件
と
、
都
市
施
設
と
し
て
の

神
立
駅
、
６
号
線
な
ど
の
幹
線
国
道
、
常
磐
自
動
車

道
な
ど
の
ハ
ー
ド
的
な
要
件
が
、
新
・
神
立
駅
の
完

成
と
２
・
３
㎞
の
都
市
計
画
道
路
に
よ
っ
て
有
機
的

霞ヶ浦とは全く異なる自然環境が展開する雪入山からの
風景（筑波山地域ジオパークエリア）

土浦市との連携で進捗する都市計画道路建設（一部供用が開始）
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に
関
連
付
け
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
計
り

知
れ
な
い
多
様
性
と
可
能
性
に
満
ち
た《
面
的
効
果
》

を
生
み
出
そ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。

　

坪
井
市
長
は
本
年
度
の
施
政
方
針
に
お
い
て
、
筑

波
山
地
域
ジ
オ
パ
ー
ク
と
霞
ヶ
浦
の
有
機
的
な
活
用

と
発
信
を
軸
に
し
た
、「
自
然
の
恵
み
を
享
受
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
の
促
進
」
を
重
点
施
策
の
一
つ
と
し

て
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
も
な
り
そ

う
な
神
立
駅
西
口
側
の
都
市
計
画
道
路
の
全
面
供
用

開
始
は
、
今
年
度
中
に
予
定
さ
れ
て
い
る
。

新
た
な
魅
力
を
付
加
す
る 

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦
略

　

か
す
み
が
う
ら
市
に
お
け
る
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は《
湖
山
の
宝
》だ
。
こ
の
地
域
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
し
て
推
奨
・
発
信
す
る
た
め
に
考

案
さ
れ
た
ネ
ー
ミ
ン
グ
は
、
か
す
み
が
う
ら
市
ブ
ラ

ン
ド
化
推
進
協
議
会
に
お
い
て
、
市
内
産
の
農
水
産

物
や
そ
の
加
工
品（
６
次
製
品
）の
中
か
ら
推
奨
品
を

認
定
し
、
湖
山
の
宝
推
奨
品
と
し
て
表
示
す
る
こ
と

で
差
別
化
を
図
る
た
め
に
活
用
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

同
時
に
か
す
み
が
う
ら
市
の
特
徴
を
一
言
で
イ
メ
ー

ジ
喚
起
で
き
る
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
ネ
ー
ム
と
も
い

え
る
。
筑
波
山
系
か
ら
霞
ヶ
浦
に
臨
む
特
色
豊
か
な

地
域
内
に
お
い
て
、
育
ま
れ
て
き
た
い
ろ
い
ろ
な
意

味
で
の《
土
地
柄
》を
表
す
言
葉
と
し
て
も
印
象
的
で

覚
え
や
す
い
。

　

地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
《
湖
山
の
宝
》
推
奨
品

は
、
本
年
４
月
の
時
点
で
計
41
品
が
認
定
さ
れ
て
い

る
。
目
を
引
く
の
は
地
元
産
の
原
材
料
の
多
彩
さ

だ
。
栗
、
梨
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
米
、

落
花
生
、
レ
ン
コ
ン
、
ワ
カ
サ
ギ
、
シ
ラ
ウ
オ
、
川

エ
ビ
な
ど
、
ま
さ
に
山
・
里
・
湖
（
元
々
汽
水
湖
で

も
あ
っ
た
霞
ヶ
浦
で
は
現
在
も
約
50
種
の
魚
介
を
産

出
）
の
多
彩
な
幸
が
、
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
さ
れ
て
い

る
の
だ
。

　
「
そ
れ
ら
の
多
彩
な
農
水
産
業
を
活
用
し
た
サ
イ

ク
リ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
中
心
と
し
た
体
験
型
観
光

事
業
や
、
地
産
地
消
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
レ
ス
ト

ラ
ン
事
業
、
６
次
産
業
化
な
ど
を
推
進
す
る
た
め
、

かすみがうら未来づくりカンパニーが運営する地場産品のマルシェ（かすみがうら
市交流センター、1F同フロアにはレンタサイクルコーナー、2Fにはレストラン）

地域ブランド「湖山の宝」として認定された推奨品

筑波山系に近いエリアに数多く立地する果樹園は市場からも観光客からも大人気
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行
政
や
金
融
機
関
、
地
域
資
源
活
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
等

開
発
事
業
の
計
画
策
定
に
協
力
し
た
民
間
事
業
者

（
株
式
会
社
ス
テ
ッ
チ
）
と
の
連
携
に
よ
り
出
資
し
、

平
成
28
年
に
共
同
設
立
し
た
の
が
、《
株
式
会
社
か

す
み
が
う
ら
未
来
づ
く
り
カ
ン
パ
ニ
ー
》
で
す
。
現

在
、
霞
ヶ
浦
沿
岸
に
設
置
し
た
《
か
す
み
が
う
ら
市

交
流
セ
ン
タ
ー
》
で
の
地
場
産
の
農
水
産
品
を
活
用

し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
運
営
事
業
（
か
す
み
キ
ッ
チ
ン
）、

物
販
の
マ
ル
シ
ェ
事
業（
か
す
み
マ
ル
シ
ェ
）、
交
流

セ
ン
タ
ー
を
起
点

に
し
た
各
種
サ
イ

ク
リ
ン
グ
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
企
画
運
営

（
地
産
フ
ル
ー
ツ
を

テ
ー
マ
と
し
た
ラ

イ
ド
ク
エ
ス
ト
の

開
催
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
企
画
立
案
・

実
施
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
体
制
の
拡
充
、

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

事
業
な
ど
）を
は
じ

め
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
を
実
践
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
は
さ
ら
に
、

市
内
の
農
水
産
物

や
６
次
製
品
の
販

路
を
県
内
外
、
ま

た
は
海
外
に
ま
で

拡
大
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
同
時
に
こ

う
し
た
事
業
の
推
進
を
通
じ
て
、
地
域
の
特
徴
を
生

か
し
た
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
の
推
進
だ
け
で
な
く
、
ゆ

く
ゆ
く
は
地
域
未
来
投
資
促
進
法
に
も
基
づ
い
た
、

新
た
な
価
値
と
地
域
力
の
創
出
を
促
進
す
る
よ
う
な

役
割
も
担
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

特
に
生
産
に
積
極
的
に
取
り
組
む
農
業
従
事
者
の

育
成
、
地
域
経
済
を
将
来
的
に
担
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
事
業
者
の
育
成
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」（
坪
井
市
長
）

　

か
す
み
が
う
ら
未
来
づ
く
り
カ
ン
パ
ニ
ー
の
設
立

は
平
成
28
年
。
市
長
の
言
葉
に
も
あ
る
よ
う
に
、
レ

ス
ト
ラ
ン
事
業
や
物
販
事
業
と
と
も
に
、
当
初
か
ら

霞
ヶ
浦
の
環
境
を
生
か
し
た
サ
イ
ク
リ
ン
グ
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
企
画
運
営
に
も
力
を
入
れ
て
き
た
の
が
特
徴

的
だ
。

　

昨
年
７
月
、
か
す
み
が
う
ら
市
は
筑
波
山
や
霞
ヶ

浦
と
そ
の
周
辺
の
自
然
環
境
を
活
用
し
た
全
長

１
８
０
㎞
の「
つ
く
ば
霞
ヶ
浦
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
」の

沿
線
14
都
市
の
一
員
と
し
て
、
民
間
企
業
な
ど
と
の

共
同
で
組
織
す
る
「
つ
く
ば
霞
ヶ
浦
り
ん
り
ん
ロ
ー

ド
利
活
用
推
進
協
議
会
」
に
参
画
し
た
。
こ
れ
は
昨

年
６
月
に
国
が
策
定
し
た「
自
転
車
活
用
推
進
計
画
」

を
受
け
た
事
業
の
一
環
で
も
あ
る
が
、
か
す
み
が
う

ら
未
来
づ
く
り
カ
ン
パ
ニ
ー
の
取
り
組
み
を
見
て
も

分
か
る
よ
う
に
、「
つ
く
ば
霞
ヶ
浦
り
ん
り
ん
ロ
ー

ド
」
お
よ
び
自
転
車
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
お

い
て
は
、
か
す
み
が
う
ら
市
は
周
辺
都
市
と
と
も
に
、

全
国
的
に
見
て
も
先
進
自
治
体
の
一
つ
と
い
え
る
。

　

中
で
も
毎
年
10
月
に
開
催
さ
れ
る
《
か
す
み
が
う

ら
エ
ン
デ
ュ
ー
ロ
》
は
霞
ヶ
浦
沿
い
の
景
観
を
楽
し

み
な
が
ら
走
れ
る
、
全
国
の
サ
イ
ク
リ
ス
ト
に
も
人

気
の
高
い
公
道
使
用
の
耐
久
レ
ー
ス
（
コ
ー
ス
は
１

周
４
・
８
㎞
）だ
。
初
心
者
か
ら
プ
ロ
級
レ
ー
サ
ー
ま

で
が
幅
広
く
楽
し
め
る
《
か
す
み
が
う
ら
エ
ン

デ
ュ
ー
ロ
》
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
毎
年
４
月
に
開
催

さ
れ
る《
か
す
み
が
う
ら
マ
ラ
ソ
ン
》と
も
共
通
点
が

多
い
。

　
《
か
す
み
が
う
ら
マ
ラ
ソ
ン
》は
視
覚
障
害
者
の
参

日本中のサイクリストが集う《かすみがうらエンデューロ》（毎年10月）

視覚障害者からも人気が高い《かすみがうらマラソン》（毎年4月）
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加
も
可
能
な
本
格
的
レ
ー
ス
を
実
現
し
て
い
る
。
参

加
者
の
幅
の
広
さ
と
、
参
加
者
や
環
境
に
や
さ
し
い

コ
ン
セ
プ
ト
の
徹
底
ぶ
り
に
は
、《
か
す
み
が
う
ら

エ
ン
デ
ュ
ー
ロ
》
と
同
様
、
常
に
参
加
者
か
ら
の
称

賛
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

両
者
は
そ
う
い
う
意
味
で
、
全
国
に
情
報
発
信
し

て
知
名
度
向
上
を
図
れ
る
強
力
な
コ
ン
テ
ン
ツ
に

な
っ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

湖
山
の
宝
を
軸
と
す
る
未
来
投
資
戦
略

　

昨
年
10
月
、
か
す
み
が
う
ら
市
を
は
じ
め
周
辺
６

市
町
も
共
催
者
に
名
を
連
ね
た
《
第
17
回
世
界
湖
沼

会
議
》
が
霞
ヶ
浦
周
辺
エ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
た
。
そ

の
大
会
テ
ー
マ
は
「
人
と
湖
沼
の
共
生
│
持
続
可
能

な
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
て
│
」
と
い
う
も
の

だ
っ
た
。

　
「
人
と
湖
沼
の
共
生
と
い
う
意
味
で
は
、
霞
ヶ
浦

は
昔
か
ら
常
に
周
辺
地
域
の
人
々
に
恵
み
を
も
た

ら
し
て
く
れ
る
存
在
で
し
た
。
以
前
は
汽
水
湖
だ
っ

た
た
め
、
淡
水
魚
も
海
水
魚
も
獲
れ
る
豊
か
な
湖

で
、
霞
ヶ
浦
の
名
物
と
も
い
え
る
帆
引
き
船
は
風
力

を
活
用
し
た
環
境
に
も
非
常
に
や
さ
し
い
漁
船
で

し
た
。
そ
の
発
祥
の
地
は
か
す
み
が
う
ら
市
で
、
発

案
者
は
折
本
良
平
さ
ん（
１
８
３
４
〜
１
９
１
２
年
）

で
す
。

　

霞
ヶ
浦
は
農
業
用
水
や
工
業
用
水
へ
の
利
用
な
ど

の
理
由
か
ら
海
へ
通
じ
る
水
門
が
閉
じ
ら
れ
、
汽
水

湖
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
ワ
カ
サ
ギ
や
シ
ラ
ウ

オ
を
は
じ
め
今
で
も
多
く
の
魚
種
が
獲
れ
、
あ
る
い

は
養
殖
さ
れ
、
そ
の
加
工
品
は
ま
さ
に《
湖
山
の
宝
》

の
中
心
を
成
す
も
の
で
す
。

　

霞
ヶ
浦
で
主
流
と
さ
れ
て
き
た
伝
統
漁
法
の
帆
引

き
網
漁
を
行
う
帆
引
き
船
の
姿
は
、
今
で
も
観
光
帆

引
き
船
と
し
て
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
時
代

と
と
も
に
動
力
船
が
主
流
と
な
っ
た
現
在
、
こ
の
漁

法
を
今
に
伝
え
る
漁
師
さ
ん
も
だ
い
ぶ
減
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
人
と
湖
と
の
持
続
可
能
な
関
係
を
考

え
る
上
で
環
境
に
も
や
さ
し
く
、
景
観
的
に
も
優
れ

た
帆
引
き
船
は
、
ま
さ
に
霞
ヶ
浦
と
そ
の
周
辺
に
暮

ら
す
人
々
と
の
共
生
の
シ
ン
ボ
ル
の
よ
う
な
存
在
だ

と
考
え
て
い
ま
す
」（
坪
井
市
長
）

　

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
か
す
み
が
う
ら
市
の
都

市
的
な
発
展
は
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
さ
ら
な
る
拡
充

な
ど
に
よ
り
、
着
々
と
進
ん
で
い
る
。

　

全
国
共
通
の
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
な
ど
の
課

題
は
、
そ
ん
な
か
す
み
が
う
ら
市
に
と
っ
て
も
不
可

避
の
課
題
と
し
て
目
の
前
に
存
在
す
る
。

　

し
か
し《
湖
山
》が
織
り
な
す
素
晴
ら
し
い
自
然
環

境
に
育
ま
れ
た
数
々
の《
宝
》を
軸
と
す
る
、
か
す
み

が
う
ら
市
の
多
彩
な
未
来
投
資
戦
略
は
、
筑
波
山
や

霞
ヶ
浦
か
ら
朝
夕
に
吹
き
渡
る
爽
や
か
な
風
を
は
ら

ん
で
い
る
か
の
よ
う
に
、
明
日
へ
の
希
望
に
満
ち
た

も
の
に
映
る
。
こ
れ
か
ら
の
推
移
に
さ
ら
に
注
目
し

て
い
き
た
い
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤 

隆
／
取
材
日 

令
和
元
年
６
月
21
日
）

霞ヶ浦と周辺の人々との共生が改めて確認された世界湖沼会議（昨年10月）

沿岸と綱で繋がれ、風力だけで進む霞ヶ浦名物・帆引き船
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